
JP 2008-148569 A 2008.7.3

10

(57)【要約】
【目的】酪農事業における家畜等の飼育対象個体に対す
る飼育作業を効率的に行うことのできる飼育支援システ
ムを提供する。
【構成】少なくとも１つの飼育対象個体に対する飼育作
業に関連する飼育情報を処理する少なくとも１つの情報
端末を含む飼育支援システムであり、該飼育対象個体の
個体状態の時間的変化を表す個体情報を収集し、該個体
状態の時間的変化の態様に応じて、該飼育作業のうちの
特定飼育作業の要否を判定し、判定された特定飼育作業
の必要を告知する飼育ガイダンスを生成し、生成された
飼育ガイダンスを該飼育情報として該情報端末に供給す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの飼育対象個体に対する飼育作業に関連する飼育情報を処理する少なく
とも１つの情報端末を含む飼育支援システムであって、
　前記飼育対象個体の個体状態の時間的変化を表す個体情報を収集する個体情報収集手段
と、
　前記個体状態の時間的変化の態様に応じて、前記飼育作業のうちの特定飼育作業の要否
を判定する特定飼育作業要否判定手段と、
　判定された特定飼育作業の必要を告知する飼育ガイダンスを生成する飼育ガイダンス生
成手段と、
　生成された飼育ガイダンスを前記飼育情報として前記情報端末に供給する飼育ガイダン
ス供給手段と、
　を含むことを特徴とする飼育支援システム。
【請求項２】
　前記個体情報収集手段は、前記個体情報として、前記飼育対象個体の運動状態の時間的
変化を表す運動データと、前記飼育対象個体の生理状態の時間的変化を表す生理データと
のうちの少なくとも一方のデータを収集することを特徴とする請求項１記載の飼育支援シ
ステム。
【請求項３】
　前記個体情報収集手段は、前記運動データとして、歩数データ及び位置データのうちの
少なくとも一方のデータを収集することを特徴とする請求項２記載の飼育支援システム。
【請求項４】
　前記個体情報収集手段は、前記生理データとして、脈拍データ、搾乳量データ及び生乳
温度データのうちの少なくとも一方のデータを収集することを特徴とする請求項２記載の
飼育支援システム。
【請求項５】
　前記個体情報収集手段は、前記個体情報を無線通信方式を用いて収集する無線通信手段
を含むことを特徴とする請求項１記載の飼育支援システム。
【請求項６】
　前記個体情報収集手段は、前記個体情報をジグビー規格に基づく無線通信方式を用いて
収集する無線通信手段を含むことを特徴とする請求項１記載の飼育支援システム。
【請求項７】
　前記特定飼育作業要否判定手段は、前記特定飼育作業として、種付け作業の要否を判定
することを特徴とする請求項１記載の飼育支援システム。
【請求項８】
　前記特定飼育作業要否判定手段は、前記特定飼育作業として、病気治療作業の要否を判
定することを特徴とする請求項１記載の飼育支援システム。
【請求項９】
　前記特定飼育作業要否判定手段は、前記特定飼育作業として、所定区域外にいる飼育対
象個体に対する保護作業の要否を判定することを特徴とする請求項１記載の飼育支援シス
テム。
【請求項１０】
　前記特定飼育作業要否判定手段は、前記特定飼育作業として、搾乳を中止する作業の要
否を判定することを特徴とする請求項１記載の飼育支援システム。
【請求項１１】
　前記飼育ガイダンス供給手段は、前記情報端末における前記飼育ガイダンスの表示順序
を、前記飼育対象個体の現在位置に応じて制御する手段をさらに含むことを特徴とする請
求項１記載の飼育支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、乳牛の如く酪農家において飼育される家畜や家庭内おいて飼育されるペット
の如き飼育対象個体に関する飼育情報を処理することで、これら飼育対象個体に対する飼
育作業を支援する飼育支援システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　酪農事業において代表的な乳牛の飼育では、一頭の乳牛から通常１日２０リットルもの
量が搾乳され得る。乳牛はお産後約３００日にわたって乳を出すことから人工授精による
お産を通常１年毎に繰り返すことで、乳牛を休ませる乾乳期間を置くもののほぼ継続して
、乳の生産を行うことができる。人口受精は、通常、前回のお産から３４０日程度経過し
た頃に行われ、乳牛の約２１日周期で生じる発情に合わせて行われる。そのため、この頃
において乳牛の発情時期を精確に検知して種付け師による受精を行う連携した作業が必要
となる。
【０００３】
　発情情報の管理の如き家畜の管理をなす技術としては、特許文献１～３に開示される技
術が知られている。特許文献１には、牛舎内の各乳牛にＩＣタグを装着し、該ＩＣタグに
より計測される歩行距離から発情を検知し、これを作業員側の携帯端末に知らせる技術が
開示されている。また、特許文献２には、ＧＰＳ（Global Positioning System）を用い
て放牧されている家畜の位置を把握する技術が開示されている。さらに関連技術として、
特許文献３には、建築物に据え置かれている自動機器群を統合的に管理する技術が開示さ
れている。
【特許文献１】特許第３６３４３０８号
【特許文献２】特開平１０－１６０８１９号公報
【特許文献３】特開２００５－３９３４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、乳牛等の家畜の発情時期は、単に乳牛の活動情報として歩数情報のみに
頼ることでは発情時期を見誤るおそれがあるばかりか、病気の症状と混同してしまうおそ
れもある。一方、発情した乳牛の特定や位置を精確に把握することで、作業員や種付け師
との連携をより効率的におこなうことで、より酪農事業の生産性を高めることのできる技
術が求められている。
【０００５】
　本発明の目的は、酪農事業における家畜等の飼育対象個体に対する飼育作業を効率的に
行うことのできる飼育支援システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明による飼育支援システムは、少なくとも１つの飼育対象個体に対する飼育作業に
関連する飼育情報を処理する少なくとも１つの情報端末を含む飼育支援システムであり、
該飼育対象個体の個体状態の時間的変化を表す個体情報を収集する個体情報収集手段と、
該個体状態の時間的変化の態様に応じて、該飼育作業のうちの特定飼育作業の要否を判定
する特定飼育作業要否判定手段と、判定された特定飼育作業の必要を告知する飼育ガイダ
ンスを生成する飼育ガイダンス生成手段と、生成された飼育ガイダンスを該飼育情報とし
て該情報端末に供給する飼育ガイダンス供給手段とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明による飼育支援システムによれば、乳牛の如き酪農対象の固体の運動データや生
理データに基づいて、人工受精作業の如き適切な作業を促す飼育ガイダンスが、ハンディ
ターミナルの如き端末に通知される構成が与えられる。これにより、飼育対象個体に対す
る飼育作業を効率的に行うことができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の実施例について添付の図面を参照しつつ詳細に説明する。
＜第１の実施例＞
　図１は、本発明の第１の実施例を示し、飼育支援システムを含む全体の構成を示してい
る。本図を参照すると、飼育支援システム１００は、牛舎２０と、酪農家の施設６０と、
種付け師や獣医師の施設７０とが共通管理サーバ５０を中心としたネットワークにより接
続されている。施設６０内には、パーソナルコンピュータ等の管理端末６１を含み、管理
端末６１は酪農家による家畜の全体的な管理業務に供される。施設７０内には、パーソナ
ルコンピュータ等の管理端末７１を含み、管理端末７１は種付け師や獣医師による発情を
含む健康管理業務に供される。管理端末６１及び７１は、飼育対象個体である乳牛に対す
る飼育作業に関連する飼育情報を処理する情報端末であり、共通管理サーバ５０から供給
される個体情報や飼育ガイダンスを出力する機能を備える。
【０００９】
　牛舎２０は、その内部に少なくとも一頭の乳牛１０が飼育されている。乳牛１０には歩
数センサ１１が装着されている。歩数センサ１１は、乳牛１０の歩数を計測し、得られる
歩数データを乳牛１０の識別情報と共に個体情報として中継器５１を介して共通管理サー
バ５０に送信する。歩数センサ１１は、さらに、乳牛１０の脈拍数を計測し、得られる脈
拍データを個体情報として乳牛１０の識別情報と共に共通管理サーバ５０に送信しても良
い。
【００１０】
　牛舎２０には、ミルカーすなわち搾乳機４０を備えられている。搾乳機４０は、作業員
３０の操作あるいは自動的に乳牛１０から乳を搾乳する。搾乳された乳は、その搾乳量や
生乳温度が個体情報として自動的に測定され、乳牛１０の識別情報と共に中継器５１を介
して共通管理サーバ５０に向けて送信される。
【００１１】
　作業員３０は、データ処理無線端末であるハンディターミナル３１を携帯している。ハ
ンディターミナル３１には、作業指示を与える飼育ガイダンスが共通管理サーバ５０から
中継器５１を介して配信される。飼育ガイダンスは、飼育対象個体である乳牛に対して種
付けを行うあるいは獣医師に見せる等の特定の飼育作業を促すメッセージである。
【００１２】
　ハンディターミナル３１は、飼育対象個体である乳牛に対する飼育作業に関連する飼育
情報を処理する情報端末であり、共通管理サーバ５０から供給される飼育ガイダンスの内
容を音声ガイダンスとして発音したり、あるいは液晶上に紙面表示することで出力する機
能を備える。飼育ガイダンスとしては、例えば、不健康な家畜から搾乳した乳が健康な牛
から搾乳した乳に混じらないように指示する飼育ガイダンスが例えば音声によりアナウン
スされる。これにより、作業員はこの飼育ガイダンスを基に搾乳するあるいはしないとの
判断を行うことができる。また、歩数が急激に増えた家畜や、搾乳量が異常に減った、あ
るいは温度が異常に高い家畜についても注意を喚起する飼育ガイダンスが作業員にアナウ
ンスされる。
【００１３】
　図２は、図１に示された共通管理サーバのより詳細の構成を示している。共通管理サー
バ５０は、個体情報収集部５３と、個体情報格納部５４と、個体状態判定部５５と、ガイ
ダンス生成部５６と、ガイダンス格納部５７と、ガイダンス配信部５８と、個体情報・ガ
イダンス配信部５９とを含む。個体情報収集部５３は、中継器５１を介して乳牛の歩数デ
ータ、脈拍データ及び位置データを収集して、これらを個体情報格納部５３に格納する機
能を備える。歩数データは、所定時間毎に取得され、該所定時間内に累積された歩数の値
からなる。例えば、所定時間を１時間とすると、１日について１時間毎に最大１２個の歩
数データが収集される。位置データは、所定時間毎に取得され該所定時間における平均位
置、例えば、牛舎内のいることを表すデータからなる。該所定時間は、例えば、歩数デー
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タに合わせて１時間毎に収集される。
【００１４】
　個体状態判定部５５は、個体情報格納部５４に格納されたデータの変化の態様に応じて
、乳牛毎にその個体状態を判定する機能を備える。個体状態には、歩数状態、搾乳量状態
、生乳温度状態、位置状態、発情予定状態、脈拍状態等の各状態からなる。個体状態の値
としては、それぞれについて適切な閾値等の判定条件により最良好◎、良好〇、やや不良
△、不良×の如きレベル分けした状態の何れに判定される。該レベル分けは、良好〇及び
不良×の如き択一的な状態であっても良い。
【００１５】
　例えば、歩数については、発情した乳牛の歩数は通常の歩数の１．５～１．６倍に増加
する経験側から、通常の平均歩数からこの倍数程度の閾値を設定することが考えられる。
また、脈拍数についても発情した乳牛は増加する経験側から適切な閾値が設定され得る。
さらに、生乳温度については、標準温度を３８．０℃として、高低０．５℃の範囲を良好
〇としそれ以外を不良×とすることが考えられる。
【００１６】
　ガイダンス生成部５６は、個体状態判定部５５により判定された個体状態に基づいて、
乳牛毎に飼育ガイダンスを生成する機能を備える。飼育ガイダンスは、ガイダンス格納部
５７に格納された複数のガイダンスのうちから、当該乳牛の個体状態に基づいて適切なガ
イダンスの内容が抽出され、これと当該乳牛の識別情報と組み合わされて生成される。
【００１７】
　個体状態・ガイダンス配信部５８は、個体状態格納部５４に格納された個体状態やガイ
ダンス生成部５６により生成された飼育ガイダンスを、酪農家の施設に備えられた管理端
末６１や種付け師や獣医師の施設に備えられた管理端末７１にその配信要求に応じて配信
する機能を備える。ガイダンス配信部５９は、ガイダンス生成部５６により生成された飼
育ガイダンスを、作業員の保持するハンディターミナルに向けて中継器５２を介して配信
する機能を備える。
【００１８】
　図３は、図２に示された個体情報格納部５４の格納例を示している。個体情報格納部５
４は、例えば、基礎データ５４１と日次データ５４２とからなる。基礎データ５４１は、
例えば、乳牛を識別するための識別情報と、生年月日と、過去の出産回数と、前回の出産
日時と、予定受精日と、発情周期とからなり、これらは予め設定されている必要がある。
日次データ５４２は、個体情報収集部５３により収集されるデータが日次単位に順次格納
されるデータである。日次データ５４２は、例えば、１日単位に各乳牛について、位置デ
ータ、歩数データ、脈拍データ、搾乳量データ、及び生乳温度データからなる。
【００１９】
　図４は、図２に示されたガイダンス格納部５７の格納例を示している。ガイダンス格納
部５７には個体状態が取り得る各状態毎にガイダンスの内容が格納される。個体状態は、
例えば、歩数、脈拍、搾乳量、生乳温度、位置、発情予定等の各状態について個体状態判
定部５５が判定した結果が設定され、最良好◎、良好〇、やや不良△、不良×の如きレベ
ル分けした状態の何れが設定されている。さらに、各状態の組み合わせに対応付けて、飼
育ガイダンスの内容が設定される。例えば、歩数〇、脈拍〇、搾乳量×、生乳温度×、位
置〇、発情予定〇の組み合わせに対応して、「発情状態と認められます。種付け師に連絡
して下さい。」とするガイダンスの内容が設定されている。これらのガイダンスの内容は
、対応する組み合わせの状態が新たに判定される都度、乳牛の識別情報と共に飼育ダイダ
ンスとして生成される。
【００２０】
　図５は、乳牛の発情検知を含む健康管理を行う処理手順を示している。ここで、乳牛が
図１に示された牛舎内で飼育されているものとする。
【００２１】
　歩数センサ１１は、乳牛の歩数や脈拍数を計測する（ステップＳ１１）。ここで、歩数
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データは、例えば、１時間の如き所定時間間隔で共通管理サーバ５０に送信される。一方
、搾乳機４０は、搾乳量及び生乳温度を計測する（ステップＳ１２）。通常、１日１回搾
乳が行われるため、搾乳量と牛乳の温度が個体情報と共に、計測された搾乳量及び生乳温
度データが共通管理サーバ５０に向けて送信される。
【００２２】
　共通管理サーバ５０は、乳牛の歩数及び搾乳量及び生乳温度を一定時間間隔でデータ収
集及び格納する（ステップＳ１３）。また、歩数センサ１１は、乳牛の位置を共通管理サ
ーバ５０に通知する（ステップＳ１４）。
【００２３】
　次に、共通管理サーバ５０は、収集したデータを基にして乳牛毎に、その個体状態を判
定する（ステップＳ１５）。個体状態には、歩数状態、搾乳量状態、生乳温度状態、位置
状態、発情予定状態、脈拍状態等の各状態がある。次いで、共通管理サーバ５０は、判定
された個体状態に基づいて、乳牛毎に飼育ガイダンスを生成する（ステップＳ１６）。飼
育ガイダンスは、ガイダンス格納部５７に格納された複数のガイダンスのうちから当該乳
牛の個体状態に対応するガイダンスの内容が抽出され、これと当該乳牛の識別情報とが組
み合わせられて生成される。
【００２４】
　次に、共通管理サーバ５０は、生成した飼育ガイダンスを作業員のハンディターミナル
３１や、酪農家、種付け師または獣医師の管理端末６１、７１に向けて配信する（ステッ
プＳ１７）。これに応じて、ハンディターミナル３１は、該飼育ガイダンスを表示するな
どして出力する（ステップＳ１８）。飼育ガイダンスには、発情あるいは病気のアラーム
を含む。現場に出ている作業員にはかかる飼育ガイダンスが、例えば、音声ガイダンスに
より分かりやすく伝えられることから、発情時期の見逃しが著しく低減される。また、不
健康な乳牛の乳が健康な乳牛の乳に混入する等の事故を未然に防ぐことができる。
【００２５】
　一方、管理端末６１または７１は、同様に該飼育ガイダンスを出力することで管理業務
を行う（ステップＳ１９）。管理端末には、該飼育ガイダンスと共に、歩数、脈拍、搾乳
量等の個体情報が通知されても良い。これにより酪農家による生産管理、種付け師による
発情に即応した種付け、さらには獣医師による健康管理が適切になされ得る。
【００２６】
　以上の第１の実施例において、本発明による飼育支援システムを適用することにより、
効率よく乳牛等の飼育対象個体を管理し、酪農事業における生産性を向上させることがで
きる。乳牛の如き運動する個体の歩数データの如き運動データと搾乳量や生乳温度の如き
生理データとが同時に収集され、これらデータを基にして発情状態を知らせる如き適切な
飼育ガイダンスが生成される。飼育ガイダンスは、酪農業務に従事する作業員や、酪農家
、種付け師あるいは獣医師が使用する端末に通知される。かかる飼育ガイダンスは、個体
の状態変化に即応して生成されることから、発情から８時間以内に種付けを行う如く発情
時期や病気を見逃すことのない効率的な事業を行うことができる。
＜第２の実施例＞
　図６は、本発明の第２の実施例を示し、飼育支援システムを含む全体の構成を示してい
る。ここでは、牛舎以外の広域な放牧場において乳牛の歩数データと共に該乳牛の位置デ
ータを含む個体情報を取得する飼育支援システムが示されている。
【００２７】
　飼育支援システム１００は、第１の実施例におけると同様の共通管理サーバ５０を含み
、共通管理サーバ５０には、複数の中継器５１ａ～５１ｄが接続されると共に、酪農家、
種付け師または獣医師の管理端末や作業員のハンディターミナルに接続されている。中継
器５１ａ～５１ｄの各々は、複数頭の乳牛１０ａ～１０ｄの各々に取り付けられた歩数セ
ンサー（図示せず）から送信される歩数データを無線より収集する。
【００２８】
　中継器５１ａ～５１ｄと歩数センサーとの組み合わせによる無線通信手段は、例えば、
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ジグビー（Zigbee）と称される通信方式が用いられ得る。ここで、ジグビー方式の特徴は
、複数の個体データを同時に転送できる中継装置として機能すると共に、通信可能距離が
約３０ｍと短距離であるもののマルチホップ通信を可能とする中継装置として機能するこ
とで、広範囲のデータ送受信が可能となる。また、その消費電力が小さいことから広範囲
に多数設置することができる利点を備える。
【００２９】
　図７は、第２の実施例において実行される個体位置判別処理の処理手順を示している。
該処理手順は、図８に示された複数の中継器５１ａ～５１ｄが連携して行うことから、複
数の中継器５１ａ～５１ｄからなる中継器群を主体として以下説明する。
【００３０】
　先ず、中継器群は、放牧した乳牛の歩数計から発信する信号がどの中継器に近いかを検
知する（ステップＳ２１）。次に、該乳牛から発信する信号から近い３点以上の中継器の
電波の強弱を基にして該乳牛の位置を判別する（ステップＳ２２）。従って、数多くの中
継器を設置することで位置精度を向上させることができる。
【００３１】
　次に、中継器群は、判別した位置を表す位置データを、歩数データを含む個体情報と共
に所定時間間隔で共通管理サーバに転送する（ステップＳ２３）。
【００３２】
　一方、共通管理サーバは、中継器群から電波の届かない放牧区域外にいる乳牛がいる場
合には、保護するように指示する飼育ガイダンスを生成する（ステップＳ２４）。該飼育
ガイダンスは、共通管理サーバ５１からハンディターミナルを介して作業員に通知される
。
【００３３】
　尚、上記を実現する無線通信手段の規格はジグビーに限らず、それ以外の無線規格、例
えば、ＰＨＳ、携帯電話、無線ＬＡＮ、ブルートゥース（Bluetooth）、あるいは特定小
電力無線などの無線規格であっても良い。
【００３４】
　図８は、家畜の移動に応じて、飼育ガイダンスの通知順序を制御する様子を説明してい
る。本図において、２頭の乳牛１０ａ及び１０ｂの各々は、説明の容易性から方形Ａのエ
リアにいるとし、さらに、その運動に従って９つの小方形Ａ１１～Ａ３３の何れかにいる
ものとして以下説明する。小方形Ａ１１～Ａ３３の現実の形状は、設置される中継器の位
置に応じて様々の形状となり得る。
【００３５】
　ここで、乳牛１０ａ及び１０ｂの両方が、同時期に発情あるいは健康異常になったとす
る。この場合、乳牛１０ａ及び１０ｂの個体情報が共通管理サーバに転送され、該個体情
報に従って、乳牛１０ａ及び１０ｂの各々についての飼育ガイダンスが作業員３０のハン
ディターミナルに通知される。この際に、作業員３０の保持するハンディターミナルの位
置に応じて、作業員３０にとって最も近い位置にいる乳牛１０ａに関する飼育ガイダンス
が優先的に通知され、次いで、作業員３０にとって次に近い位置にいる乳牛１０ｂに関す
る飼育ガイダンスが劣後的に通知される。作業員３０は、飼育ガイダンスに合わせて表示
されるエリア表示に従って、先ず、小方形Ａ１１に移動して乳牛１０ａのケアを行う、次
いで、小方形Ａ３３に移動して乳牛１０ｂのケアを行う。このように、飼育ガイダンスの
通知順序制御により、作業員をしてより効率的に飼育作業を支援することができる。例え
ば、複数の牛が発情した場合に、作業員の現在地から最も近い牛から順に表示する。これ
により作業員が効率的に作業を行うことができる。さらに、牛が通信できる範囲から外れ
た場合、例えば、乳牛が放牧区域から逃げ出した場合に、作業員に保護を指示する飼育ガ
イダンスを通知することもできる。この時、その牛が最後にいた位置を知らせるようにし
ても良い。
【００３６】
　以上の第２の実施例において、第１の実施例における牛舎の如く狭い空間に個体がある
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場合のみならず、放牧地の如き広い空間においても個体の歩数データが位置データと共に
収集される。本第２の実施例は、例えばジグビーの如き無線通信手段を用いていることで
、放牧地等の広範な空間においても低コストにて個体情報を収集することを可能としてい
る。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　以上の実施例において、酪農事業における乳牛を対象とする例が示されたが、本発明に
よる飼育支援システムには飼育対象個体を乳牛や羊等の家畜とする限定はなく、家庭内で
飼育されるペット等の動物であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の第１の実施例を示し、飼育支援システムを含む全体の構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】図１に示した共通管理サーバのより詳細の構成を示すブロック図である。
【図３】図２に示した個体情報格納部の格納例を示す図である。
【図４】図２に示したガイダンス格納部の格納例を示す図である。
【図５】乳牛の発情検知を含む健康管理を行う処理手順を示すシーケンス図である。
【図６】本発明の第２の実施例を示し、飼育支援システムを含む全体の構成を示すブロッ
ク図である。
【図７】第２の実施例における処理手順を示すフローチャートである。
【図８】家畜の移動に応じて、飼育ガイダンスの通知順序を制御する様子を説明する説明
図である。
【符号の説明】
【００３９】
　１０、１０ａ～１０ｄ　乳牛
　１１　歩数センサ
　２０　牛舎
　３０　作業員
　３１　ハンディターミナル
　４０　搾乳機
　５０　共通管理サーバ
　５１、５１ａ～５１ｄ、５２、中継器
　５３　個体情報収集部
　５４　個体情報格納部
　５５　個体状態判定部
　５６　ガイダンス生成部
　５７　ガイダンス格納部
　５８　ガイダンス配信部
　５９　個体情報・ガイダンス配信部
　６０、７０　施設
　６１、７１　管理端末
　１００　飼育支援システム
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